
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

258.14 136.72 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd1 非設置 35,293

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 60.05 65.50 87.50 3,802 22,923 10.79 2,124.47 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率は、前年度と比べて改善している
が、類似団体平均値をやや下回っている。処理区域
面積の拡大により処理区域内人口は増加しているも
のの、節水意識の高まりなどにより有収水量及び使
用料収入は微増にとどまっている。今後は収入確保
に努める必要がある。
　②累積欠損金比率は、前年度と比べてやや改善し
ているが、繰入金に依存している状況であり、経営
改善が必要である。
　③流動比率は、工事請負費に未払金が生じたた
め、見た目上は改善しているが、経営形態に変更は
ない。
　④企業債残高対事業規模比率は、前年度までは企
業債の元金償還金に充当していた一般会計繰入金を
本年度は資本費に充当したことにより、高い比率と
なっているが、経営形態に変更はない。
　⑤経費回収率は、汚水処理費が減少したため、前
年度と比べてやや向上した。
　⑥汚水処理原価は、類似団体平均値と比べて高
い。未接続世帯への周知により有収水量の増加を図
るなど、改善に努める。
　⑦施設利用率は、人口減少に伴い、減少傾向にあ
る。
　⑧水洗化率は、類似団体平均値と比べても高い水
準にある。引き続き未接続世帯への周知を図り、水
洗化率の向上に努める。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、類似団体平均値と比
べて高いが、顕著な問題はない。ただし、老朽化に
伴う修繕の増加とともに、ストックマネジメント計
画における機械施設の更新も予定していることか
ら、財源確保に努める必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　安定的な運営を図るため、H28年度に策定した経
営戦略により経営改善に努める。
　具体的には、企業債を活用し、未接続世帯の解消
を促進し、使用料収入の確保、施設等の長寿命化や
計画的な更新、修繕計画の策定、費用の平準化を図
り、経営改善に努める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.80】 【4.27】 【66.41】 【707.33】

【95.06】【60.13】【136.39】【101.26】

【38.13】 【5.37】 【0.23】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　安定的な運営を図るため、H28年度に策定した経
営戦略により経営改善に努める。
　具体的には、企業債を活用し、未接続世帯の解消
を促進し、使用料収入の確保、施設等の長寿命化や
計画的な更新、修繕計画の策定、費用の平準化を図
り、経営改善を進める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、類似団体平均値と比
べて高いが、顕著な問題はない。ただし、老朽化に
伴う修繕の増加とともに、ストックマネジメント計
画における機械施設の更新も予定していることか
ら、財源確保に努める必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 ①経常収支比率は、一般会計繰入金により、概ね
100％を維持している。
　②累積欠損金比率は、前年度と比べて改善した
が、依然として欠損金を抱えていることから、経営
改善の必要がある。
　③流動比率は、前年度と比べて向上しているが、
これは一般会計繰入金に依存するものであり、経営
形態に変更はない。
　④企業債残高対事業規模比率は、前年度までは企
業債の元金償還金に充当していた一般会計繰入金を
本年度は資本費に充当したことにより、高い比率と
なったが、経営形態に変更はない。
　⑤経費回収率は、汚水処理費が減少したため、前
年度と比べて大幅に向上した。
　⑥汚水処理原価は、類似団体平均値と比べて若干
高い。未接続世帯への周知により、有収水量の増加
に努める。
　⑦施設使用率は、人口減少に伴い、減少傾向にあ
る。
　⑧水洗化率は、類似団体平均値と比べても高い水
準にある。引き続き未接続世帯への周知を図り、水
洗化率の向上に努める。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 54.60 11.94 94.04 3,802 4,178 1.78 2,347.19 【】

258.14 136.72 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 35,293

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.38】 【102.97】 【54.73】 【1,225.44】

【82.67】【42.66】【215.23】【75.58】

【24.65】 【0.00】 【0.10】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

258.14 136.72 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 35,293

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 58.54 1.52 91.05 3,802 533 0.15 3,553.33 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率、②累積欠損金比率ともに、前年
度と比べて大幅に改善しているが、これはセグメン
ト間での一般会計繰入金の組替えによる収入の増加
によるところが大きく、経営形態に変更はない。
　③流動比率は、前年度の現金預金不足を解消する
ため、セグメント間での一般会計繰入金の組替えを
実施したことにより、改善したものである。
　④企業債残高対事業規模比率は、前年度までは企
業債の元金償還金に充当していた一般会計繰入金を
本年度は資本費に充当したことにより、高い比率と
なったが、経営形態に変更はない。
　⑤経費回収率は、汚水処理費が減少したため、前
年度と比べて大幅に向上した。
　⑥汚水処理原価は、類似団体平均値と比べて若干
低い。汚水処理費が減少したため、前年度と比べて
も低くなった。
　⑦施設使用率は、人口減少に伴い、減少傾向にあ
る。
　⑧水洗化率は、類似団体平均値と比べて同水準に
あるが、急激に増加する余地がなく、今後も横ばい
状態であると見込まれる。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

 有形固定資産減価償却率は、類似団体平均値と比
べて高いが、顕著な問題はない。ただし、老朽化に
伴う修繕の増加とともに、最適整備構想における機
械施設の更新も予定していることから、財源確保に
努める必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　安定的な運営を図るため、H28年度に策定した経
営戦略により経営改善に努める。
　具体的には、企業債を活用するとともに、未接続
世帯の解消を促進し、使用料収入の確保、施設等の
長寿命化や計画的な更新、修繕計画の策定、費用の
平準化を図り、経営改善に努める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.02 0.01 2.05 0.01

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 - 78.71 78.62 72.45 159.25

平均値 - 97.53 99.64 99.66 100.95

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 - 35.98 37.89 39.75 41.57

平均値 - 20.68 22.41 22.90 24.87

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08

0.09

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.08 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.96】 【198.51】 【32.86】 【814.89】

【85.49】【52.49】【255.52】【60.64】

【24.07】 【0.00】 【0.11】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　安定的な運営を図るため、H28年度に策定した経
営戦略により経営改善に努める。
　具体的には、施設等の長寿命化や計画的な更新、
修繕計画を策定し、効率的な経営に努める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、類似団体平均値と比
べて高いが、顕著な問題はない。ただし、老朽化に
伴う修繕の増加とともに、機能保全計画における機
械施設の更新も予定していることから、財源確保に
努める必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率、②累積欠損金比率ともに、前年
度と比べて大幅に改善しているが、これはセグメン
ト間での一般会計繰入金の組替えによる収入の増加
によるところが大きく、経営形態に変更はない。
 ③流動比率は、現金預金不足を解消するため、セ
グメント間での一般会計繰入金の組替えを実施した
ことにより、改善したものである。
 ④企業債残高対事業規模比率は、前年度までは企
業債の元金償還金に充当していた一般会計繰入金を
本年度は資本費に充当したことにより、高い比率と
なったが、経営形態に変更はない。
 ⑤経費回収率は、汚水処理費が増加したため、前
年度と比べて回収率は低下した。
 ⑥汚水処理原価は、類似団体平均値と比べて若干
高い。ただ、事業規模が小さいため、今後も有収水
量の増加なども見込めない状況である。
 ⑦施設使用率は、人口減少に伴い、減少傾向にあ
る。
 ⑧水洗化率は、100％を達成しており良好である。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 98.10 1.39 39.74 3,802 488 0.88 554.55 【】

258.14 136.72 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 漁業集落排水 H1 非設置 35,293

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.00 0.00 0.12 0.00
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平均値 - 102.25 103.80
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①経常収支比率(％)
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当該値 - 0.00 0.00 0.00 19.94

平均値 - 392.45 310.04 238.95 169.47
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当該値 - 35.35 44.98 64.04 54.58

平均値 - 49.68 45.36 53.57 53.03
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当該値 - 560.49 461.06 323.22 379.79

平均値 - 347.95 384.28 310.41 301.77
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.62】 【134.74】 【76.04】 【920.42】

【79.14】【34.06】【360.30】【47.34】

【25.06】 【0.00】 【0.01】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

258.14 136.72 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置 35,293

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 0.55 100.00 3,802 194 37.97 5.11 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 ①収益的収支比率は、平成17年度に整備が完了し
ており、新規の受付もなく事業債の借入予定もない
ため、今後は事業債償還額の減少に伴って改善して
いくものと見込まれる。
 ②累積欠損金比率は、該当数値なし。
 ③流動比率は、該当数値なし。
 ④企業債残高対事業規模比率は、全額が一般会計
負担のため、指標数値なし。
 ⑤経費回収率は、類似団体平均値と比較し、やや
低い水準で推移している。
 ⑥汚水処理原価は、類似団体平均値と比べて高い
状況だが、運営内容に変更の予定がないため、今後
も横ばいで推移する見込まれる。
 ⑦施設利用率は、浄化槽の処理能力が各戸の延床
面積で決まるため、居住者が少ないという地域的要
因から改善は見込めない。
 ⑧水洗化率は、100％を達成しており良好である。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

該当数値なし。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　健全経営を確保のするためには、浄化槽の維持管
理経費及び更新費用を使用料収入で賄うことが望ま
しいが、整備が完了し、新規受付をしていないこと
から今後も収益の増加は見込めず、一般会計繰入金
に依存しながら事業を継続していくこととなる。そ
のため、維持管理形態の見直しにより更なる経費削
減が必要である。また、収入確保のために料金改定
も視野に入れる必要があるが、公共下水道事業等と
同額としているため、下水道事業と併せて検討して
いく必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 536.16 447.30 422.12 456.83 493.33

平均値 272.66 277.29 275.25 291.01 292.45

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 45.83 43.33 43.33 41.67 40.83

平均値 58.82 52.52 54.14 132.99 51.71

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 95.87 96.71 96.67 100.00 100.00

平均値 71.76 84.94 84.69 82.94 82.91

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【878.58】

【80.14】【51.55】【296.38】【52.62】

【-】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


